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 ここ数

すう

年

ねん

、地

じ

震

しん

や豪

ごう

雨

う

などの大

だい

規

き

模

ぼ

災

さい

害

がい

が全

ぜん

国

こく

各

かく

地

ち

で発

はっ

生

せい

しています。災

さい

害

がい

が起

お

こると、被

ひ

災

さい

地

ち

はもちろん、 

その他

た

の地

ち

域

いき

でも 流

りゅう

通

つう

が 滞

とどこお

り、生

せい

活

かつ

に必

ひつ

要

よう

な物

もの

が手

て

に入

はい

りにくくなります。日

ひ

ごろから、自

じ

分

ぶん

（家

か

族

ぞく

）の 命

いのち

は 

自

じ

分

ぶん

で守

まも

るという「自

じ

助

じょ

」の意

い

識

しき

を持

も

つことが大

たい

切

せつ

です。 命

いのち

を守

まも

るために水

みず

と 食

しょく

料

りょう

品

ひん

は必

ひつ

需

じゅ

品

ひん

です。 

災

さい

害

がい

が起

お

こった時

とき

を想

そう

定

てい

し、電

でん

気

き

・水

すい

道

どう

・ガスといったライフラインの復

ふっ

旧

きゅう

や、 行

ぎょう

政

せい

などからの支

し

援

えん

が届

とど

くまでに 

必

ひつ

要

よう

とされる３日

か

分

ぶん

～１ 週

しゅう

間

かん

程

てい

度

ど

の備

び

蓄

ちく

食

しょく

を用

よう

意

い

しておきましょう。 

 


